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抄録：本研究では，健やかな心と体を育てるための教員の意識を検討するため，2017年7月から9月にかけて，幼
稚園教諭（95名），小学校教諭（103名）を対象に質問紙調査を行った． 
その結果，以下の3点が明らかとなった．①運動遊びの実態については，小学校教諭より幼稚園教諭の方が，60分
以上の運動遊びをしている子どもが多いと回答していた（χ2（2）＝11.70，p<.01）．②幼稚園教諭，小学校教諭の感
じている運動遊びに対する必要性については，t検定の結果，両者の間に有意差はみられなかった．③運動遊びの工
夫の視点については，どの程度意識をしているのか，幼稚園教諭，小学校教諭の回答を t 検定により比較した結果，
「①思わず体を動かしたくなる」（t=1.70，p<.05），「④地域の公園などを利用」（t=5.37，p<.01）の2項目において
有意差がみられた．
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1.はじめに

近年，我が国において社会環境の変化から子どもの体

力や運動能力の低下，運動離れが問題となっている．こ

れらの問題に対して，「幼児期運動指針」（文部科学省，

2012）では，「幼児期は日常生活での運動，表現に用いる

運動，労働での運動，スポーツにおける運動といった人

間の生涯にわたってさまざまな場面において必要な運動

の基になる，基本的な動きを幅広く獲得する非常に大切

な時期であり，幼児期はまさに，運動における基礎づく

りの段階にある」と記されている．また，「次期学習指導

要領等に向けたこれまでの審議のまとめについての報告」

（文部科学省，2016）では，「幼児期の多様な運動経験な

どがその後の運動能力に大きな影響を与える」と記され

ている．さらには，長野県箕輪町の全保育園で 2005 年

度から運動遊びの中に自ら楽しんで取り組める運動プロ

グラムを導入した子ども達が，小学校 5年生に成長して

全国体力・運動能力調査を行った結果，箕輪町の 5年生

は全国トップクラスの得点が出たという報告がある（柳

澤秋孝・柳澤有希，2014）．

これより，幼児期の運動経験や運動習慣がその後の成長

に大きく関係していることがうかがえる． 
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幼稚園教育の現状や実態に関して「幼児期における運

動遊びに関する調査」（群馬県総合教育センター幼児教育

センター，2014）では，運動遊びの具体的な実践方法に

関する質問において，「外遊びや園庭遊びの奨励」が最も

多く，次いで「遊びの時間を意図的に設定している」，「自

由遊び」と続いている．このことから，幼稚園における

運動遊びでは，環境や時間の提供などの工夫はされてい

るが，体を動かすための具体的な工夫についての実態が

明らかになったとは言い難い． 

そこで本研究では，幼稚園教諭と小学校教諭に対する

質問紙調査を行い，健やかな心と体を育てるための教員

の意識について明らかにすることを目的とした． 

現状の保育園，幼稚園教育の制度では，運動遊びの内

容や実施頻度については，各園によって様々であるとい

う実態がある．だからこそ，健やかな心と体を育てるた

め幼稚園教諭が運動遊びについて，どのように意識して

いるのかが，子どもの保育環境と密接にかかわることが

予想される．同様に，小学校教諭についても，教員の意

識が学級経営や体育授業，体育・健康に関する指導と深

くかかわっていることから，本研究の意義は大きいと考

えた． 

 

2.方法 

（1）質問紙調査 

	 子どもの健やかな心と体を育てるための教員の意識に

ついて検討するために，幼児期運動指針（文部科学省，

2012）で推奨している「毎日，合計 60 分以上，楽しく

体を動かす」ことについて，その実態と必要性について

2つの質問項目を作成した（図 1）．なお，運動遊びの実

態については，「0〜3割程度」「4割〜6割程度」「7割以

上」の 3件法で，運動遊びの必要性については，「とても

そう思う」から「全く思わない」の 5件法により回答を

求めた． 

また，幼児期運動指針の推進に当たって，保育者に向

けた提案として示された工夫の視点について 4つの質問

項目を作成し，「大いに当てはまる」から「全く当てはま

らない」の 5件法により回答を求めた（図 2）． 

 

 

 
図 1 運動遊びの実態とその必要性についての質問 

 

 

図 2 運動遊びの工夫の視点についての質問 

 

 

（2）調査対象及び時期 

	 2017年 7月 27日，8 月 5日に愛媛県内の幼稚園教諭

95名，8月 15日に愛媛県内の小学校教諭 47名，9月 11

日から 9 月 25 日にかけて香川県内の小学校教諭 56 名，

合計 198 名（幼稚園教諭 95 名，小学校教諭 103 名）を

対象に質問紙調査を実施した．なお，回答の不備につい

ては除外したため，有効回答数は幼稚園教諭 88名，小学

校教諭 98名であった． 

 

（3）倫理的配慮 

	 質問紙調査を実施するにあたっては，質問紙の冒頭に

研究の趣旨について明記し，研究協力の同意を得た．く

わえて，調査対象者へ対し，研究への参加は任意である

こと，研究への参加の有無にかかわらず不利益が生じな

いこと，データの管理を厳重に行うこと，学会や論文等

で研究成果を公表すること，またその際，個人を特定す

ることはないことを口頭で説明した． 

 

（4）分析 

	 データの分析については，フリーソフト js-STARを利

用し統計処理を行った． 

 

 

1.クラスのどれくらいの子が60分以上の運動遊びを行っていますか．

0～3割程度　　　-　　　4割～6割程度　　　-　　　7割以上

2.毎日60分以上の運動遊びを行うことは必要だと思いますか．

とてもそう思う　5　-　4　-　3　-　2　-　1　全く思わない

①子どもが思わず体を動かしたくなるような工夫をしていますか．

大いに当てはまる　5　-　4　-　3　-　2　-　1　全く当てはまらない

②子どもが挑戦意欲をかき立てられるような工夫をしていますか．

大いに当てはまる　5　-　4　-　3　-　2　-　1　全く当てはまらない

③苦手意識のある子どもが安心して取り組めるような工夫をしていますか．

大いに当てはまる　5　-　4　-　3　-　2　-　1　全く当てはまらない

④遊びを行う際に，地域の公園や施設などを利用していますか．

大いに当てはまる　5　-　4　-　3　-　2　-　1　全く当てはまらない
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3.結果および考察 

（1）運動遊びの実態とその必要性 

	 運動遊びの実態について，幼稚園教諭，小学校教諭の

各回答をχ2検定により比較した．表 1 は，運動遊びの

実態についての回答数とχ2 検定の結果について，図 3

は，運動遊びの実態についての回答率をグラフで示した． 

	 「1．クラスのどれくらいの子が 60分以上の運動遊び

を行っていますか」という質問に対し，幼稚園教諭の回

答は，「4割〜6割程度」の回答が最も多く（42.0％），次

いで「7割以上」（34.1％），「0〜3割程度」（23.9％）で

あった．小学校教諭の回答は，「0〜3 割程度」の回答が

最も多く（42.9％），次いで「4割〜6割程度」（41.8％），

「7割以上」（15.3％）であった． 

χ2検定の結果，人数の偏りは有意であり（χ2（2）＝

11.70，p<.01），「0〜3割程度」の回答は小学校教諭の方

が有意に高く，「7割以上」の回答は幼稚園教諭の方が有

意に高かった． 

小学校教諭，幼稚園教諭の各回答より，児童より幼稚

園児の方が 60 分以上の運動遊びを実施していることが

推察できた．幼稚園における教育課程は自由保育であり，

日中の運動遊びについて把握がしやすい．一方，小学校

における教育課程は教科等の時間割という制限があり，

校内で 60 分以上の運動遊びを実施することは困難であ

り，校外で運動遊びを実施し小学校教諭が十分に把握で

きていないことも予想される．しかしながら，近年の子

どもを取り巻く環境をふまえると，大きな差異はないこ

とが予想され，幼稚園教諭の 23％，小学校教諭の 42％

が 60分以上の運動遊びを実施しているのは「0〜3割」

と回答したことは，健やかな心と体の育成に向けての課

題として挙げられる． 

次に，運動遊びの必要性について，幼稚園教諭，小学

校教諭の各回答を t検定により比較した．表 2は，運動

遊びの必要性についての平均値と標準偏差，t 検定の結

果について，図 4は，運動遊びの必要性についての平均

値をグラフで示した． 

「2．毎日 60分以上の運動遊びを行うことは必要だと

思いますか」という質問対し，「とてもそう思う」から「全

く思わない」の 5件法により回答を求めた結果，幼稚園

教諭の回答の平均値は 3.66，小学校教諭の回答の平均値

は 3.88であった．t検定の結果は，有意差なしであった． 

これより，運動遊びの必要性について，幼稚園教諭，

小学校教諭ともに差異はないことが推察された．幼児期

運動指針（文部科学省，2012）において 60 分以上の運

動遊びが推奨されていることや，第 2期スポーツ基本計

画（文部科学省，2017）において「学校における体育活

動を通じ，生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現

する資質・能力を育てるとともに，放課後や地域におけ

る子供のスポーツ機会を充実する」という施策目標が掲

げられていることから，幼稚園教諭，小学校教諭ともに

運動遊びの必要性についての意識をより高めていくこと

が，健やかな心と体の育成のためには重要となる． 

 

 

表 1 運動遊びの実態についての回答数（χ2検定） 

 

 
図 3 運動遊びの実態についての回答率（χ2検定） 

 

 

表 2 運動遊びの必要性についての平均値・標準偏差 

（t 検定） 

 

 

 

図 4 運動遊びの必要性についての平均値 

0～3割程度 4割～6割程度 7割以上

幼稚園（n=88） 21（23.9） 37（42.0） 30（34.1）

小学校（n=98） 42（42.9） 41（41.8） 15（15.3）

χ2検定 ＊＊ ＊＊

＊＊：ｐ＜.01

0% 20% 40% 60% 80% 100%

�
�

���

3��� 4��6� 7��	

M （ SD ） M （ SD ）

毎日60分以上の運動遊び 3.66 （ 0.87 ） 3.88 （ 0.79 ）

幼稚園（n=88） 小学校（n=98）

ｔ値

-1.64

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

��60
�	�����
�
�
���



糸岡夕里・日野克博・上村憲 

（2）運動遊びの工夫の視点 

	 運動遊びの工夫の視点について，幼稚園教諭，小学校

教諭の各回答を t検定により比較した．表 3は，運動遊

びの工夫点についての平均値と標準偏差，t 検定の結果

について，図 5は，運動遊びの工夫点についての平均値

をグラフで示した． 

	 運動遊びの工夫の視点について，全 4項目の質問に対

し，「大いに当てはまる」から「全く当てはまらない」の

5件法により回答を求めた．「①子どもが思わず体を動か

したくなるような工夫をしていますか」という質問では，

幼稚園教諭の回答の平均値は 3.63，小学校教諭の回答の

平均値は 3.42，「②子どもが挑戦意欲をかき立てられる

ような工夫をしていますか」という質問では，幼稚園教

諭の回答の平均値は 3.58，小学校教諭の回答の平均値は

3.65，「③苦手意識のある子どもが安心して取り組めるよ

うな工夫をしていますか」という質問では，幼稚園教諭

の回答の平均値は 3.82，小学校教諭の回答の平均値は

3.70，「④遊びを行う際に，地域の公園や施設などを利用

していますか」という質問では，幼稚園教諭の回答の平

均値は 2.53，小学校教諭の回答の平均値は 1.73 であっ

た． 

	 t検定の結果，「①子どもが思わず体を動かしたくなる

ような工夫をしていますか」（t=1.70，p<.05），「④遊び

を行う際に，地域の公園や施設などを利用していますか」

（t=5.37，p<.01）の 2項目について有意差があり，小学

校教諭より幼稚園教諭の方が強く意識していることがう

かがえた． 

これより，幼児教育は環境を通して学ぶといわれるよう

に，小学校教諭より幼稚園教諭の方が思わず体を動かし

たくなるような工夫ができていることが示唆された．地

域の公園や施設の利用については，幼稚園教育の方が活

用しやすい環境であり，小学校の教育課程からは日常的

な利用は困難であることが明らかであった． 

また，地域の公園や施設の利用については，他の項目

に比較し，幼稚園教諭，小学校教諭ともに低い値であっ

た．このことは，幼稚園や小学校に充分な施設があるた

めなのか，あるいは利用したくても利用できない状況な

のか本研究の結果からは充分な考察が困難であった． 

 

 

 

表 3 運動遊びの工夫点についての平均値・標準偏差 

（t 検定） 

 

  
図 5 運動遊びの工夫点についての平均値（t 検定） 

 

 

4.まとめ 

	 本研究では，健やかな心と体を育てるための教員の意

識を検討するため，幼稚園教諭，小学校教諭を対象に質

問紙調査を行った． 

	 その結果，以下の 3点が明らかとなった． 

1. 	 「1．クラスのどれくらいの子が 60分以上の運動

遊びを行っていますか」という質問対し，幼稚園教

諭と小学校教諭が感じている運動遊びの実態につ

いては，χ2 検定の結果両者の間に有意差がみられ

た（χ2（2）＝11.70，p<.01）． 

	 幼稚園教諭の 23％，小学校教諭の 42％が 60 分

以上の運動遊びを実施しているのは「0〜3割」と回

答したことは，健やかな心と体の育成に向けての課

題として挙げられる． 

2. 	 「2．毎日 60分以上の運動遊びを行うことは必要

だと思いますか」という質問に対し，幼稚園教諭，

小学校教諭の感じている運動遊びに対する必要性

については，t 検定の結果，両者の間に有意差はみ

られなかった． 

	 幼稚園教諭，小学校教諭ともに有意差はみられな

かったものの，運動遊びの必要性についての意識を

M （ SD ） M （ SD ）

①思わず体を動かしたくなる 3.63 （ 0.44 ） 3.42 （ 0.91 ） 1.70 ＊

②挑戦意欲がかき立てられる 3.58 （ 0.55 ） 3.65 （ 0.76 ） -0.62

③安心して取り組める 3.82 （ 0.43 ） 3.70 （ 0.71 ） 1.03

④地域の公園などを利用 2.53 （ 1.29 ） 1.73 （ 0.79 ） 5.37 ＊＊
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より高めていくことが，健やかな心と体の育成のた

めには重要となる． 

3. 	 運動遊びの工夫の視点について，どの程度意識を

しているのか，幼稚園教諭，小学校教諭の回答を t

検定により回答した結果，「①子どもが思わず体を

動かしたくなるような工夫をしていますか」

（t=1.70，p<.05），「④遊びを行う際に，地域の公園

や施設などを利用していますか」（t=5.37，p<.01）

の 2項目において有意差がみられた． 

	 幼児教育は環境を通して学ぶといわれるように，

小学校教諭より幼稚園教諭の方が思わず体を動か

したくなるような工夫ができていることが示唆さ

れた．また，地域の公園や施設等の利用については，

幼稚園教育の方が活用しやすい環境であり，小学校

の教育課程からは日常的な利用は困難であること

が明らかであった． 

	 本研究の目的は，子どもの健やかな心と体を育てるた

めの教員の意識について明らかにすることであったため，

教員の意識が，どのように子どもの成長にかかわってい

るのかについては検討できていない．今後は，子どもの

健やかな心と体を育てるための教員の意識が，どのよう

に子どもの成長にかかわっているのかを検討していくこ

とが課題である． 
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